
ψ根
っ
こ
ク張
っ
て
地
域
貢
献

１３
中
高
か
ら
２０
人
学
ぶ

耕
人
塾
第
１１
期
生
入
塾

中
高
校
生
の
人
間
力
を

育
む

「耕
人
塾
」
（木
村

民
男
塾
長
）
の
第
Ｈ
期
開

塾
式
が
２１
日
、
東
松
島
市

の
矢
本
東
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。
本
年
度
は

石
巻
地
方
や
仙
台
市
、
多

賀
城
市
の
１３
中
学
・
高
校

か
ら
新
規
１３
人
を
含
む
２０

人
が
入
塾
。
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
「世
界
に
誇

れ
る
石
巻
地
域
に
し
よ
う

～
発
信
―
未
来
へ
～
」
を

テ
ー
マ
に

ヽ
１
年
間

一あ
い

さ
つ
・
清
掃
・
ご
み
拾
い

十
１

（プ
ラ
ス
ワ
ン
）」

の
実
践
を
通
し
、
主
体
性

や
創
造
力
を
伸
ば
す
。

地
域
社
会
に
貢
献
で
き

る
高
い
志
を
持

っ
た
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
同
塾
は
平
成
２４
年

度
か
ら
毎
年
実
施
。
石
巻

地
方
の
各
教
育
機
関
の
代

表

ら

が

運

営

委

員

を

務

め
、
生
徒
を
指
導
す
る
教

学
委
員
と
し
て
石
巻
専
修

大
学
人
間
学
部
の
学
生
や

小
中
学
校
教
諭
、
企
業
や

団
体
が
協
力
し
て
い
る
ｃ

塾
は
月
１
１
２
回
計
１３

回
開
き
、
地
域
で
活
躍
す

る
講
師
を
迎
え
た
講
話
や

ご
み
拾
い
運
動
、
松
島
自

然
の
家
で
の
宿
泊
研
修
な

ど
を
行
う
。
生
徒
同
士
で

交
流
を
図
り
な
が
ら
心
と

体
と
知
を
鍛
え
る
多
彩
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開

し
、

１２
月
の
閉
塾
式
で
活

動
報
告
し
た
後
、
修
了
証

が
手
渡
さ
れ
る
。

開
塾
式
の
あ
い
さ
つ
で

木
村
塾
長
は

「人
間
力
は

徳
を
養
い
、
心
体
を
鍛
え

て
知
を
高
め
る
こ
と
。
そ

れ
を
利
他
の
心
で
実
践
す

る
こ
と
が
地
域
社
会
の
貢

献
に
つ
な
が
る
。
自
ら
動

き
、
楽
し
み
、
し
っ
か
り

と
自
分
の

″根
っ
こ
″
を

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
た
。

初
日
は
ア
イ
ス
プ

レ
ー
ク
と
し
て

「短
歌
で

自
己
紹
介
」
を
行
っ
た

後
、
耕
人
塾
Ｏ
Ｂ
会
で

教
学
委
員
の
高
橋
倫
平

さ
ん
、
初
貝
優
花
さ
ん
、

大
橋
珠
麗
さ
ん
が

「塾
生

へ
の
エ
ー
ル
」
と
題
し

て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

塾
生
時
代
の
思
い
出
や

経
験
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
後
輩
た
ち
の
有
意
義

な

学

び

と

成

長

を

期

待
。

最

後

に

個

人

目

標

の

設

定
や
共
有
を
行
い
、
世
界

に

誇

れ

る

石

巻

に

す

る

た
め
に
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
検
討
し
た
。

【山
口
紘
史
】 人間力 を養 う大切 さを説 いた木村塾長

石巻日日新聞 令和 4年 5月 31日 掲載
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